






〔目的〕炎症巣における白血球の遊出,浸潤をひきおこす走化性因子(chemotactic factor)

として細菌性因子,補体性因子,Leuooegvesin などが現在までに判明し,検討が加えられて

いる。尿路感染症に罹患した患者の尿中には必要以上に多くの多核白血球が遊出し,多量の

尿沈査を形成することがしばしば観察され,このような現象には何らかの白血球遊走因子

が関与しているものと考えられる。今回,尿路感染症患者の尿中より蛋白成分を分離した

後,Boyden 装置を用いてその白血球遊走活性の有無を検討した。さらに尿中蛋白成分をモ

ルモット皮内に注射し,invivo における白血球遊走活性の有無も検討したので報告する。 


